
～基本ルールを守って死亡災害撲滅の取り組みを～

福岡労働局・労働基準監督署

令和７年の福岡県における建設業における労働
災害による死亡者数は、７月末現在８人で、昨年
同期の５人を大幅に上回る状況で、増加傾向に歯
止めがかからず、極めて憂慮すべき状況です。
８人の死亡災害の内訳を見ると、墜落災害２人、

重機災害１人、崩壊災害３人等となっており、い
わゆる建設業三大災害による典型的な災害は今な
お発生し続けている状況です。
つきましては、建設現場での三大災害撲滅のた

め、貴現場において、裏面のチェックリストに基
づく安全総点検をお願いいたします。

労働災害発生状況等 過去5年間の福岡県内の建設業死亡災害発生状況

緊急要請

№ 事故の型 発生状況のあらまし 年齢等

1 墜落災害
(墜落・転落)

解体する倉庫の事前調査中、屋根上で作業していた被災者が
スレート屋根を踏み抜き約4.4ｍ下に墜落し、死亡した。

７０代男性

2
墜落災害
(墜落・転落)

下水道工事中、直径2m・深さ8mの立坑内で作業を終えた被
災者が地上へ戻る際にハシゴから墜落し、死亡した。

４０代男性

3
重機災害
(はさまれ・
巻き込まれ)

トレンチピット解体工事中、ピット内でゴミ分別作業をして
いた被災者が運転中のドラグショベルのバケットと壁の間に
挟まれ、死亡した。

２０代男性

4
崩壊災害
(崩壊・倒壊)

下水道工事中、深さ約2.3ｍの掘削底で手掘り作業中の被災者
が壁面の崩壊により土砂に埋もれ、死亡した。

６０代男性

5
6

崩壊災害
(崩壊・倒壊)

２階建て建屋の解体工事中、解体中の建屋が突然、倒壊し、
作業者２名が下敷きとなり、死亡した。

４０代男性
２０代男性

7
8

破裂災害
プラント工事で、漏れ検査のため空気圧（約0.5MPa）をかけ
ていた大型鉄製タンクが突然破裂し、爆風によって作業員2名
が吹き飛ばされ、死亡した。

７０代男性
５０代男性
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各年7月末の状況 令和７年
急増！

イラスト出所：職場のあんぜんサイト
（※イラストはイメージ図で実際の状況とは異なります）

（別添2）



墜落災害防止対策
□安全帯使用の習慣化
高所作業では安全帯のフックを掛ける習慣化の徹底

□高所作業を減らす
設計・計画段階で高所作業が不要となる工法の採用

□作業床等の設置
高所における作業床、手すり等の設置、その設置が困難
な場合は安全ネットや安全帯取付設備設置の徹底・確認

□手すり等の設置
開口部や作業床の端には手すり・中さん・巾木、ネット
等の設置や注意喚起の表示

□スレート屋根上での作業
スレート屋根に歩み板と防網を設置し安全帯使用の徹底

□有資格者の運転等
法定の有資格者による重機の運転・玉掛作業等の徹底

□立入禁止
運転中の重機に接触するおそれのある箇所を立入禁止

（表示も必要）
つり荷の下の立入禁止の徹底

□重機の転倒・転落防止
必要な幅員の保持、路肩の崩壊防止

□作業計画
使用重機の能力、運行経路、作業方法等の作業計画を
作成、関係者へ周知

□掘削の安全勾配の確保
事前調査の結果に応じた安全勾配の確保

□土止め支保工
地山の崩壊のおそれがある場所は土止め支保工の設置
上下水道等溝掘削工事等は「土止め先行工法」の採用

□立入禁止
土砂、資材、擁壁等が崩壊するおそれがある箇所は立入
禁止措置の徹底

□資材の崩壊防止
資材は高く積みすぎない。積み上げた資材は網やロープ、
くい止め等を設置

※安全対策は主なものを示しています。その他、各現場の状況に応じた安全対策をお願いいたします。

重機災害防止対策

崩壊災害防止対策

建設業三大災害撲滅のために

□解体構造物の事前調査
図面や現地調査で強度や劣化状況を十分に確認

□解体工事の作業計画
事前調査に基づく解体工法・作業手順・倒壊防止の控え
の設置方法等リスク低減措置を盛り込んだ作業計画の作
成と実施の徹底

□立入禁止
バリケードや標識等で関係者以外を立入禁止
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